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は
じ
め
に
、
お
題
目
を
三
唱
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
南
無
妙
法
蓮
華
経
、
南
無
妙
法
蓮
華
経
、
南
無
妙
法
蓮
華
経
。

　

お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す
。
神
奈
川
県
小
田
原
市
本
典
寺
修
徒
・
戸
田
教
敞
と
申
し
ま
す
。
宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
先
ほ
ど
ご

紹
介
い
た
だ
き
ま
し
た
通
り
、
私
は
現
在
、
立
正
大
学
大
学
院
博
士
課
程
に
在
籍
し
て
お
り
、
ま
た
立
正
大
学
日
蓮
教
学
研
究
所
の
研
究

生
と
し
て
、
普
段
は
大
学
に
お
り
ま
す
。

　

昨
年
三
月
ま
で
、
現
宗
研
で
所
員
と
し
て
働
い
て
お
り
ま
し
て
、
ち
ょ
う
ど
そ
の
時
に
、
こ
の
セ
ミ
ナ
ー
の
サ
ブ
テ
ー
マ
で
あ
り
ま
す

中
濃
教
篤
資
料
の
整
理
を
担
当
し
て
お
り
ま
し
た
の
で
、
こ
う
し
て
皆
様
の
前
で
発
表
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
る
次
第
で
す
。

　

さ
て
、
本
日
は
「
中
濃
教
篤
師
の
業
績
と
資
料
概
要
」
と
い
う
題
目
で
発
表
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
が
、
ま
ず
最
初
に
お
こ
と
わ
り

を
し
て
お
き
た
い
こ
と
は
、
残
念
な
が
ら
、
私
は
中
濃
先
生
に
直
接
お
会
い
し
た
こ
と
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。
で
す
か
ら
、
資
料
整
理
や
中

濃
先
生
の
著
作
を
通
じ
て
見
た
中
濃
教
篤
像
に
つ
い
て
、
お
話
し
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。
中
濃
先
生
と
直
接
ご
親
交
の
あ

っ
た
方
々
が
多
く
い
ら
っ
し
ゃ
る
中
で
恐
縮
で
す
が
、
あ
く
ま
で
現
時
点
で
私
が
捉
え
た
中
濃
先
生
と
し
て
お
聴
き
い
た
だ
い
て
、
ま
た

後
ほ
ど
、「
実
際
に
は
こ
う
い
う
方
で
あ
っ
た
」、
あ
る
い
は
「
内
面
的
に
は
こ
う
い
う
人
物
で
あ
っ
た
」
と
い
う
よ
う
な
点
が
あ
れ
ば
、

第
二
十
八
回
法
華
経
・
日
蓮
聖
人
・
日
蓮
教
団
論
研
究
セ
ミ
ナ
ー

中
濃
教
篤
師
の
業
績
と
資
料
概
要

戸
　
田
　
教
　
敞
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諸
先
輩
方
か
ら
是
非
と
も
ご
教
示
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

一
方
で
、
現
在
の
宗
門
の
中
で
、
中
濃
教
篤
先
生
の
こ
と
を
あ
ま
り
ご
存
じ
で
な
い
方
々
も
沢
山
い
ら
っ
し
ゃ
る
か
と
思
い
ま
す
。
か

く
い
う
私
も
そ
の
一
人
で
あ
っ
た
わ
け
で
す
が
、
中
濃
先
生
の
業
績
や
著
述
を
追
っ
て
い
き
ま
す
と
、
中
濃
教
篤
と
い
う
人
物
、
そ
し
て

中
濃
先
生
が
遺
さ
れ
た
も
の
に
つ
い
て
、
も
う
少
し
宗
門
に
広
く
知
ら
れ
て
い
て
も
よ
い
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
思
い
も
う
ま
れ
て
く

る
と
こ
ろ
で
す
。
本
日
の
発
表
は
、
中
濃
先
生
に
つ
い
て
ご
紹
介
す
る
こ
と
を
通
じ
て
、
近
現
代
宗
門
史
、
歴
史
の
中
に
、
中
濃
教
篤
と

い
う
人
物
を
ど
の
よ
う
に
位
置
づ
け
る
か
。
先
生
の
遺
さ
れ
た
文
章
や
資
料
を
ど
の
よ
う
に
受
け
止
め
、
活
か
し
て
い
く
べ
き
か
。
こ
う

い
っ
た
点
も
意
識
し
て
、
お
話
し
を
で
き
れ
ば
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

一
、
中
濃
教
篤
先
生
の
経
歴

　

ま
ず
は
中
濃
先
生
の
略
歴
を
概
観
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
別
紙
資
料
の
と
お
り
、
非
常
に
多
く
の
事
蹟
を
遺
さ
れ
て
お
り
ま
す

の
で
、
本
日
は
二
つ
の
視
点
を
軸
に
見
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

一
つ
目
は
、「
平
和
活
動
」
と
い
う
視
点
。
こ
こ
で
い
う
平
和
活
動
と
は
、
反
戦
運
動
で
す
と
か
、
原
水
爆
廃
絶
運
動
、
あ
る
い
は
人

権
に
関
す
る
活
動
な
ど
、
一
括
し
て
広
い
意
味
で
平
和
活
動
と
し
ま
し
た
が
、
中
濃
先
生
の
生
涯
の
大
部
分
は
、
こ
の
平
和
活
動
に
費
や

さ
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
、
そ
の
原
点
に
は
妹
尾
義
郞
と
の
出
会
い
が
あ
り
ま
す
。

　

妹
尾
義
郞
は
、
ご
承
知
の
通
り
、
は
じ
め
日
蓮
主
義
に
傾
倒
し
、
後
に
仏
教
社
会
主
義
同
盟
を
結
成
し
仏
教
の
革
新
運
動
を
行
い
、
そ

し
て
平
和
活
動
に
尽
力
し
た
、
近
代
仏
教
史
上
に
名
を
残
す
人
物
で
あ
り
ま
す
。
こ
の
妹
尾
が
中
濃
先
生
に
多
大
な
影
響
を
与
え
た
よ
う

で
す
。
妹
尾
に
つ
い
て
は
、
こ
の
後
の
大
谷
先
生
の
ご
講
演
で
よ
り
詳
細
な
お
話
が
い
た
だ
け
る
か
と
思
い
ま
す
。

　

さ
て
、
中
濃
先
生
の
平
和
活
動
は
超
宗
派
的
な
活
動
で
あ
り
、
宗
門
の
立
場
か
ら
見
れ
ば
「
対
外
的
」
な
活
動
が
中
心
と
な
り
ま
す
。

そ
こ
で
、
も
う
一
つ
の
視
点
と
し
て
「
宗
門
人
と
し
て
の
活
動
」
が
あ
り
ま
す
。
例
と
し
て
は
、
世
界
立
正
平
和
運
動
本
部
、
現
代
宗
教
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研
究
所
、
人
権
対
策
室
等
の
活
動
で
す
。
平
和
活
動
と
重
な
る
部
分
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
が
、
宗
内
の
事
歴
を
も
と
に
、
宗
門
人
と
し

て
の
中
濃
先
生
と
い
う
面
か
ら
見
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

そ
れ
で
は
、
別
紙
資
料
を
ご
覧
下
さ
い
。
こ
の
資
料
は
、
は
じ
め
『
現
代
仏
教
』
に
掲
載
さ
れ
、
所
報
『
現
代
宗
教
研
究
』
三
八
号
へ

転
載
さ
れ
た
も
の
に
、
追
加
・
訂
正
を
行
っ
た
も
の
で
す
。

　

冒
頭
か
ら
見
て
い
き
ま
す
と
、
一
九
二
四
年
（
大
正
十
三
年
）
三
月
、
中
濃
先
生
は
小
田
原
で
お
生
ま
れ
に
な
り
ま
し
た
。
実
は
私
も

小
田
原
の
出
身
で
ご
ざ
い
ま
し
て
、
か
つ
名
前
に
教
の
字
が
つ
く
堀
之
内
の
関
係
と
い
う
こ
と
で
、
個
人
的
に
非
常
に
御
縁
を
感
じ
て
お

り
ま
す
。

　

一
九
三
九
年
、
一
五
歳
頃
、
中
学
卒
業
前
後
で
得
度
さ
れ
ま
す
。
そ
し
て
一
九
四
五
年
（
昭
和
二
〇
年
）
五
月
、
ま
さ
に
終
戦
の
直
前

に
信
行
道
場
を
修
了
さ
れ
、
本
宗
教
師
と
な
り
ま
す
。

　

一
九
四
六
年
、
立
正
大
学
仏
教
学
科
を
卒
業
さ
れ
、「
仏
教
社
会
（
主
義
）
同
盟
」
に
参
加
、
こ
こ
で
妹
尾
義
郞
と
出
会
い
ま
す
。
こ

の
こ
と
に
つ
い
て
は
、
中
濃
先
生
が
編
集
責
任
を
務
め
ら
れ
た
『
妹
尾
先
生
を
偲
ん
で
』（
妹
尾
義
郞
記
念
会
、
一
九
七
四
）
に
、
中
濃

先
生
が
書
か
れ
た
文
章
が
ご
ざ
い
ま
す
が
、
ま
さ
に
こ
の
出
会
い
か
ら
、
中
濃
先
生
と
妹
尾
義
郞
は
親
交
を
深
め
、
と
も
に
平
和
活
動
を

展
開
し
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。
年
表
中
に
は
記
述
が
あ
り
ま
せ
ん
が
、
一
九
四
八
年
の
「
日
蓮
宗
革
新
同
盟
」
に
も
妹
尾
が
関
わ
っ

て
お
り
ま
す
し
、
翌
年
の
「
全
国
仏
教
革
新
連
盟
」
で
は
妹
尾
が
委
員
長
、
中
濃
先
生
は
中
心
メ
ン
バ
ー
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
一
九
五

一
年
に
あ
り
ま
す
「
宗
教
者
平
和
運
動
協
議
会
」
結
成
推
進
も
妹
尾
義
郞
と
中
濃
先
生
が
共
に
中
心
メ
ン
バ
ー
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
さ

ら
に
一
九
五
三
年
「
中
国
人
俘
虜
殉
難
者
慰
霊
実
行
委
員
会
」
に
常
任
幹
事
と
し
て
参
加
と
あ
り
ま
す
が
、
妹
尾
は
中
国
人
俘
虜
の
遺
骨

送
還
運
動
を
行
っ
て
お
り
、
や
は
り
関
わ
り
は
続
い
て
い
る
か
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
中
濃
先
生
が
妹
尾
の
側
に
ず
っ
と
付
き
従
っ
て

い
た
と
い
う
意
味
で
は
な
く
、
中
濃
先
生
は
中
濃
先
生
で
平
和
活
動
に
関
す
る
思
い
が
あ
り
、
そ
の
な
か
で
妹
尾
の
思
想
に
共
鳴
す
る
も

の
が
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
か
と
思
い
ま
す
が
、
中
濃
先
生
の
活
動
初
期
に
妹
尾
と
出
会
っ
た
こ
と
は
、
中
濃
先
生
の
生
涯
に
大
き
な
影
響

04-01　戸田.indd   121 2020/07/09   14:53



現代宗教研究　第54号（2020.3）　　122

を
与
え
た
と
い
っ
て
よ
い
か
と
思
い
ま
す
。

　

一
九
五
四
年
、「
世
界
平
和
者
日
本
会
議
」
に
参
加
。
ま
た
日
本
平
和
委
員
会
の
役
員
を
務
め
て
お
ら
れ
ま
す
。
一
九
五
五
年
「
日
中

仏
教
交
流
懇
談
会
」、
こ
れ
は
先
ほ
ど
の
「
中
国
人
俘
虜
」
関
係
活
動
の
延
長
と
も
い
え
る
会
で
す
が
、
創
立
に
関
わ
り
事
務
局
長
と
な

り
ま
す
。

　

さ
て
、
こ
こ
ま
で
見
て
き
た
と
お
り
、
中
濃
先
生
の
平
和
活
動
は
基
本
的
に
個
人
と
し
て
の
活
動
が
先
に
あ
っ
た
の
で
す
が
、
一
九
五

五
年
、「
日
蓮
宗
世
界
立
正
平
和
運
動
本
部
」
委
員
に
就
任
さ
れ
ま
す
。
立
正
平
和
本
部
委
員
は
宗
門
の
事
歴
に
残
る
事
蹟
で
あ
る
と
い

う
点
か
ら
見
れ
ば
、
こ
こ
で
初
め
て
宗
門
人
と
し
て
平
和
活
動
が
な
さ
れ
る
わ
け
で
す
が
、
こ
れ
以
降
は
中
濃
先
生
個
人
の
想
い
だ
け
で

な
く
、
宗
門
の
意
向
も
受
け
て
平
和
活
動
を
行
っ
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

一
九
六
四
年
六
月
、
日
蓮
宗
現
代
宗
教
研
究
所
創
立
メ
ン
バ
ー
の
一
人
と
し
て
顧
問
に
就
任
さ
れ
ま
す
。
宗
門
人
と
し
て
の
中
濃
先
生

を
語
る
上
で
、
現
宗
研
と
の
関
わ
り
は
重
要
で
あ
り
ま
す
し
、
ま
た
現
宗
研
の
歴
史
に
と
っ
て
も
、
中
濃
先
生
の
活
動
は
意
味
を
持
っ
て

く
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　

続
い
て
一
九
六
九
年
、
創
価
学
会
の
「
言
論
出
版
妨
害
問
題
」
追
及
の
た
め
結
成
さ
れ
た
「
言
論
・
出
版
の
自
由
に
か
ん
す
る
懇
談

会
」
で
活
躍
さ
れ
ま
す
。
中
濃
先
生
の
、
平
和
活
動
と
並
ぶ
も
う
一
つ
の
大
き
な
事
績
と
し
て
、
近
代
宗
教
史
の
研
究
、
と
く
に
新
宗
教

に
つ
い
て
の
研
究
を
多
く
遺
さ
れ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
も
、
後
ほ
ど
お
話
し
す
る
現
宗
研
の
活
動
と
重
な
る
部
分
で
す
。

　

一
九
七
一
年
（
昭
和
四
十
六
年
）
八
月
、
日
蓮
宗
現
代
宗
教
研
究
所
所
長
に
就
任
。
以
後
、
昭
和
五
四
年
に
退
任
さ
れ
る
ま
で
、
八
年

間
に
わ
た
り
所
長
を
お
務
め
に
な
り
ま
す
。
中
濃
先
生
が
所
長
を
さ
れ
て
い
た
八
年
間
に
よ
っ
て
、
こ
れ
以
降
の
現
宗
研
の
活
動
の
方
向

性
が
あ
る
程
度
決
ま
っ
て
い
っ
た
よ
う
な
印
象
を
受
け
ま
す
。
詳
し
く
は
ま
た
後
ほ
ど
お
話
し
い
た
し
ま
す
。

　

続
い
て
一
九
七
二
年
十
月
、『
日
蓮
宗
事
典
』
の
刊
行
委
員
に
就
任
さ
れ
ま
す
。『
日
蓮
宗
事
典
』
は
現
在
も
使
用
さ
れ
る
日
蓮
宗
の
基

礎
的
文
献
で
あ
り
、
そ
の
編
纂
刊
行
に
関
わ
っ
て
い
た
こ
と
も
、
重
要
な
事
蹟
と
捉
え
て
よ
い
か
と
思
い
ま
す
。
ま
た
一
九
七
七
年
、
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『
近
代
日
蓮
宗
年
表
』
編
集
委
員
に
就
任
さ
れ
ま
す
。
こ
ち
ら
も
『
日
蓮
宗
事
典
』
同
様
、
日
蓮
宗
の
基
礎
資
料
で
あ
り
ま
し
て
、
こ
う

い
っ
た
資
料
を
整
え
て
い
た
だ
い
た
御
陰
で
、
現
在
我
々
が
勉
強
や
研
究
を
進
め
る
こ
と
が
で
き
る
わ
け
で
あ
り
ま
す
。

　

一
九
七
九
年
（
昭
和
五
十
四
年
）
十
二
月
、
現
宗
研
所
長
を
退
任
さ
れ
、
引
き
続
き
顧
問
と
し
て
活
躍
さ
れ
ま
す
。

　

一
九
八
二
年
六
月
、
ア
メ
リ
カ
で
の
「
第
二
回
国
連
軍
縮
特
別
総
会
」
へ
む
け
、
宗
務
総
長
特
使
と
し
て
派
遣
さ
れ
ま
す
。
さ
ら
に
一

九
八
五
年
九
月
、
立
正
平
和
の
会
理
事
長
就
任
。
本
日
も
立
正
平
和
の
会
の
皆
様
が
お
い
で
で
す
が
、
世
界
立
正
平
和
運
動
以
来
続
く
、

宗
門
内
で
の
平
和
活
動
を
中
濃
先
生
が
牽
引
さ
れ
て
い
た
と
い
っ
て
よ
い
か
と
思
い
ま
す
。

　

一
九
八
八
年
に
は
日
蓮
宗
人
権
委
員
会
委
員
、
そ
し
て
一
九
九
四
年
に
は
人
権
対
策
室
顧
問
に
就
任
さ
れ
ま
す
。
本
日
は
あ
ま
り
触
れ

る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
が
、
人
権
問
題
も
中
濃
先
生
の
中
心
課
題
と
し
て
あ
り
ま
し
た
。
そ
し
て
二
〇
〇
三
年
（
平
成
十
五
年
）
四
月
三

〇
日
、
八
〇
歳
で
遷
化
さ
れ
ま
す
。

　

さ
て
、
資
料
の
一
頁
目
に
戻
り
ま
し
て
、
中
濃
先
生
の
主
要
著
書
を
確
認
し
て
い
き
ま
す
。
た
だ
い
ま
み
て
き
た
内
容
が
、
研
究
成
果

と
し
て
刊
行
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。『
新
興
宗
教
の
解
剖
』、『
中
国
共
産
党
の
宗
教
政
策
─
変
貌
す
る
中
国
宗
教
─
』、

『
信
仰
者
の
抵
抗
─
宗
教
平
和
運
動
の
歴
史
─
』、『
創
価
学
会
へ
の
教
学
的
批
判
』、『
近
代
日
本
へ
の
宗
教
と
政
治
』
等
の
近
現
代

宗
教
史
研
究
が
な
さ
れ
て
い
ま
す
。
た
だ
、
中
濃
先
生
の
意
識
と
し
て
は
、
学
問
的
研
究
者
と
い
う
よ
り
は
実
践
の
た
め
の
研
究
で
あ
る

よ
う
に
見
受
け
ら
れ
ま
す
。
実
際
に
活
動
す
る
と
い
う
こ
と
だ
け
で
な
く
、
し
っ
か
り
と
理
論
的
根
拠
を
抑
え
る
こ
と
も
重
視
し
て
い
た

こ
と
が
窺
え
ま
す
。
こ
の
こ
と
は
、
今
回
整
理
し
た
膨
大
な
資
料
か
ら
も
わ
か
り
ま
す
。

二
、『
所
報
』
に
み
る
中
濃
教
篤
師
─
現
宗
研
に
お
け
る
活
動

─

　

こ
こ
で
は
宗
門
人
と
し
て
の
中
濃
先
生
、
そ
の
一
面
と
し
て
現
宗
研
に
お
け
る
活
動
に
つ
い
て
見
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
資
料
に

提
示
い
た
し
ま
し
た
の
は
、
現
宗
研
『
所
報
』
に
掲
載
さ
れ
た
中
濃
先
生
の
論
稿
お
よ
び
記
事
の
一
覧
で
す
。
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一
九
六
七
年
発
行
の
第
一
号
に
は
「
公
明
党
・
創
価
学
会
」、
ま
た
二
号
に
は
「
本
門
仏
立
講
」
と
い
う
論
稿
が
掲
載
さ
れ
ま
す
。
続

い
て
三
号
・
四
号
に
は
「
妹
尾
義
郞
ノ
ー
ト
」
を
執
筆
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

第
五
号
、
こ
れ
は
中
濃
先
生
が
所
長
に
就
任
さ
れ
て
か
ら
初
め
て
発
行
さ
れ
た
『
所
報
』
に
な
り
ま
す
が
、
執
筆
論
文
で
は
な
く
、
第

四
回
教
化
研
究
会
議
に
て
所
長
と
し
て
挨
拶
し
た
文
面
が
掲
載
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
ち
な
み
に
、
本
号
よ
り
『
所
報
』
に
『
現
代
宗
教
研

究
』
と
い
う
書
名
が
付
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
こ
の
書
名
変
更
に
中
濃
所
長
の
意
向
が
ど
の
程
度
反
映
さ
れ
た
か
わ
か
り
ま
せ
ん
が
、
こ
の

第
五
号
か
ら
、
現
宗
研
の
問
題
意
識
が
少
し
変
化
し
た
よ
う
に
思
わ
れ
ま
す
。
具
体
的
に
言
い
ま
す
と
、
四
号
ま
で
は
本
尊
観
な
ど
、
宗

義
や
教
学
の
中
心
問
題
に
関
す
る
論
稿
が
多
く
見
ら
れ
ま
す
が
、
五
号
以
降
は
、
現
代
の
問
題
に
関
す
る
論
稿
の
割
合
が
多
く
な
っ
て
参

り
ま
す
。

　

そ
も
そ
も
、
現
宗
研
設
立
の
趣
旨
、
そ
の
時
の
問
題
意
識
が
、「
現
代
と
日
蓮
宗
」
と
い
う
と
こ
ろ
に
あ
り
ま
す
の
で
、
現
代
的
問
題

を
扱
っ
て
い
る
と
い
う
点
で
は
大
き
な
変
化
と
は
い
え
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
現
代
化
と
い
っ
て
も
初
期
と
五
号
以
降
で
は
少
し
質
が
異
な

る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
四
号
ま
で
の
掲
載
論
稿
を
見
ま
す
と
、「
本
尊
論
再
検
討
」
や
「
宗
学
論
」
な
ど
、「
宗
義
の
現
代
化
」

に
重
点
が
置
か
れ
て
い
る
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
ま
す
。「
現
代
に
お
け
る
伝
道
」
な
ど
も
同
様
か
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
が
五
号
以
降
に
は
、

「
農
村
寺
院
の
問
題
」「
公
害
問
題
」
な
ど
、
現
代
の
社
会
問
題
を
取
り
扱
っ
た
掲
載
論
稿
の
割
合
が
増
え
ま
す
。
こ
れ
は
、
現
宗
研
の
問

題
意
識
が
シ
フ
ト
し
て
い
っ
た
こ
と
の
反
映
で
あ
る
か
と
思
い
ま
す
が
、
そ
の
変
化
の
タ
イ
ミ
ン
グ
が
、
中
濃
先
生
の
所
長
就
任
と
重
な

る
と
い
う
こ
と
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

中
濃
所
長
以
前
の
歴
代
所
長
を
振
り
返
り
ま
す
と
、
初
代
所
長
は
宗
教
社
会
学
者
で
あ
り
法
華
経
に
関
す
る
著
書
も
多
く
著
さ
れ
た
久

保
田
正
文
先
生
、
第
二
代
は
日
蓮
教
学
研
究
者
で
あ
る
茂
田
井
教
亨
先
生
、
第
三
代
は
教
団
史
研
究
の
宮
崎
英
修
先
生
、
第
四
代
は
純
粋

宗
学
を
提
唱
さ
れ
た
室
住
一
妙
先
生
と
、
四
名
と
も
大
学
教
授
で
あ
り
、
い
わ
ゆ
る
学
者
肌
と
い
い
ま
す
か
、
学
問
研
究
者
で
す
。

　

こ
れ
に
対
し
て
中
濃
先
生
は
、
当
然
、
研
究
者
で
も
あ
り
ま
す
が
、
経
歴
か
ら
み
て
も
わ
か
る
と
お
り
、
そ
の
根
本
は
実
践
活
動
家
気
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質
で
す
。
つ
ま
り
、
社
会
に
向
け
た
実
践
活
動
を
行
っ
て
い
く
た
め
の
理
論
研
究
と
い
う
意
識
が
強
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

そ
の
よ
う
な
問
題
意
識
が
、
現
宗
研
の
方
向
性
に
も
反
映
さ
れ
た
と
考
え
て
よ
い
か
と
思
い
ま
す
。

　

さ
て
、『
現
代
宗
教
研
究
』
に
中
濃
先
生
の
著
述
を
見
ま
す
と
、
新
宗
教
関
係
を
は
じ
め
、
現
代
の
社
会
問
題
、
宗
教
問
題
、
平
和
活

動
に
つ
い
て
の
論
稿
、
ま
た
所
長
、
あ
る
い
は
顧
問
と
し
て
、
教
化
研
究
会
議
等
で
基
調
報
告
を
行
な
っ
た
文
章
が
掲
載
さ
れ
て
お
り
ま

す
。

　

第
二
九
号
に
は
「「
近
現
代
の
日
蓮
宗
と
他
教
団
」
中
間
報
告
」
に
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
メ
ン
バ
ー
と
し
て
お
名
前
が
記
載
さ
れ
ま
す
。
こ

の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
平
成
五
年
か
ら
三
年
に
わ
た
っ
て
行
な
わ
れ
、
そ
の
成
果
が
『
日
蓮
宗
の
近
現
代
─
他
教
団
対
応
の
あ
ゆ
み

─
』（
日
蓮
宗
宗
務
院
、
一
九
九
六
）
と
し
て
刊
行
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
終
了
後
に
は
「
新
宗
教
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

が
始
ま
っ
て
お
り
、
中
濃
先
生
も
所
属
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
当
時
の
現
宗
研
事
業
報
告
か
ら
確
認
で
き
ま
す
。
ま
た
同
じ
号
に
「
座
談
会

　

現
宗
研
三
十
年
の
歩
み
」
の
参
加
者
と
し
て
、
設
立
当
時
か
ら
の
現
宗
研
の
歴
史
を
振
り
返
り
証
言
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

第
三
七
号
に
は
「
石
川
教
張
第
九
代
現
宗
研
所
長
を
偲
ぶ
会
」
の
呼
び
か
け
人
代
表
と
し
て
記
載
さ
れ
ま
す
が
、
そ
の
発
行
直
後
、
二

〇
〇
三
年
四
月
に
遷
化
さ
れ
て
お
り
、
第
三
八
号
に
は
中
濃
先
生
を
偲
ぶ
座
談
会
の
様
子
が
掲
載
さ
れ
、
続
く
三
九
号
に
は
、
当
時
の
主

任
で
あ
る
伊
藤
立
教
師
に
よ
る
「
中
濃
教
篤
文
庫　

寄
贈
さ
れ
た
近
現
代
史
資
料
」
と
い
う
短
い
文
章
と
、
当
時
作
成
さ
れ
た
資
料
目
録

が
掲
載
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
「
中
濃
教
篤
文
庫　

寄
贈
さ
れ
た
近
現
代
史
資
料
」
こ
そ
が
、
今
回
わ
れ
わ
れ
が
整
理
・
目
録
化
の
作
業
を
行
い
ま
し
た
「
中
濃

教
篤
資
料
」
で
あ
り
ま
す
。

三
、
現
宗
研
所
蔵
「
中
濃
教
篤
資
料
」
に
つ
い
て

　

な
ぜ
、
二
〇
〇
三
年
に
一
度
目
録
が
掲
載
さ
れ
た
資
料
を
、
今
回
改
め
て
整
理
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
か
。
周
辺
事
情
も
含
め
ご
説
明
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し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

ま
ず
は
資
料
整
理
を
行
な
う
こ
と
に
に
な
っ
た
経
緯
で
す
。
二
〇
〇
三
年
に
中
濃
先
生
が
遷
化
さ
れ
、
中
濃
教
純
上
人
よ
り
現
宗
研
に

中
濃
先
生
が
収
集
さ
れ
た
資
料
が
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
時
に
、
現
宗
研
で
資
料
の
「
一
部
」
を
整
理
し
、
所
報
第
三
九
号
に
目
録
を

掲
載
し
ま
し
た
。「
一
部
を
」
と
い
う
の
は
第
三
九
号
に
書
か
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
時
は
書
籍
を
中
心
に
整
理
さ
れ
た
よ
う
で
、
そ
の
他
の
細
か
い
資
料
に
つ
い
て
は
、
あ
る
程
度
ま
と
め
た
上
で
、
段
ボ
ー
ル
に
収

納
し
現
宗
研
書
庫
に
保
管
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
段
ボ
ー
ル
に
保
管
し
た
資
料
を
整
理
す
る
機
会
が
な
か
な
か
と
れ
ず
、
そ
の
ま
ま
保
管
さ

れ
て
い
た
と
い
う
の
が
実
状
で
ご
ざ
い
ま
す
。
私
が
入
所
し
た
当
時
に
も
、
正
直
い
っ
て
よ
く
わ
ら
な
い
段
ボ
ー
ル
が
あ
る
な
あ
と
い
う

ぐ
ら
い
の
認
識
で
し
た
。
今
か
ら
考
え
れ
ば
非
常
に
も
っ
た
い
な
か
っ
た
と
反
省
し
て
お
り
ま
す
。

　

そ
の
様
な
状
況
の
中
、
二
〇
一
五
年
、
中
国
仏
教
関
係
の
研
究
を
さ
れ
て
い
る
坂
井
田
先
生
か
ら
資
料
の
閲
覧
希
望
の
ご
連
絡
が
あ
り
、

実
際
に
ご
覧
い
た
だ
い
て
、
非
常
に
貴
重
な
も
の
で
あ
る
と
の
お
言
葉
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
こ
か
ら
話
が
動
き
出
し
て
、
坂
井
田
先

生
を
通
じ
て
大
谷
先
生
に
整
理
・
目
録
化
の
相
談
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
と
し
て
、
二
〇
一
六
年
四
月
か
ら
、
大
谷
先
生
が
研
究
代
表
、
坂
井
田
先
生
・
永
岡
先
生
も
研
究
分
担
を
さ
れ
て
お
り
ま
す

科
研
費
研
究
「
戦
後
日
本
の
宗
教
者
平
和
運
動
の
ト
ラ
ン
ス
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ヒ
ス
ト
リ
ー
研
究
」
の
一
環
と
し
て
、
三
カ
年
の
年
限
で
整

理
作
業
が
始
ま
り
ま
し
た
。
本
日
の
先
生
方
の
ご
講
演
は
、
そ
の
研
究
成
果
の
報
告
で
も
あ
り
ま
す
。
わ
た
く
し
も
僭
越
な
が
ら
、
研
究

協
力
者
と
い
う
立
場
で
名
前
を
入
れ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
の
で
、
本
日
こ
の
よ
う
な
場
に
立
っ
て
い
る
訳
で
ご
ざ
い
ま
す
。
現
宗
研

は
資
料
所
蔵
元
と
し
て
資
料
を
提
供
し
、
そ
し
て
研
究
員
の
方
々
に
も
整
理
作
業
に
ご
協
力
い
た
だ
い
た
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。
そ
し

て
二
〇
一
九
年
一
月
、
整
理
作
業
が
完
了
し
、
現
在
、
目
録
の
校
正
作
業
を
継
続
中
で
す
。

　

次
に
資
料
の
概
要
で
す
が
、
袋
入
り
資
料
が
四
四
八
六
点
。
こ
れ
は
、
書
籍
以
外
の
資
料
は
個
別
に
封
筒
に
入
れ
、
そ
こ
に
Ｎ
Ｋ
（
中

濃
）
を
頭
文
字
に
ナ
ン
バ
リ
ン
グ
を
施
し
、
情
報
を
デ
ー
タ
入
力
し
て
い
き
ま
し
た
。
Ｎ
Ｋ
番
号
で
い
え
ば
、
Ｎ
Ｋ
〇
〇
〇
〇
一
か
ら
Ｎ
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Ｋ
〇
四
四
八
六
ま
で
、
ナ
ン
バ
リ
ン
グ
し
た
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

続
い
て
書
籍
が
一
二
六
七
冊
。
こ
ち
ら
は
袋
入
り
資
料
と
は
区
別
し
、
封
筒
に
入
れ
ず
に
書
庫
に
配
架
し
て
お
り
ま
す
。
こ
ち
ら
は
Ｎ

Ｋ
一
〇
〇
〇
一
か
ら
Ｎ
Ｋ
一
一
二
六
七
ま
で
番
号
を
付
し
ま
し
た
。
袋
入
り
資
料
と
書
籍
を
合
わ
せ
て
、
計
五
七
五
三
点
と
な
り
ま
す
。

た
だ
い
ま
目
録
の
校
正
、
確
認
作
業
中
で
す
の
で
、
こ
の
点
数
は
本
日
現
在
の
数
字
で
す
。

　

続
い
て
資
料
種
別
と
し
て
は
、
雑
誌
、
雑
誌
切
抜
、
冊
子
、
書
類
、
新
聞
切
抜
、
新
聞
コ
ピ
ー
、
自
筆
メ
モ
、
自
筆
原
稿
、
ス
ク
ラ
ッ

プ
フ
ァ
イ
ル
、
写
真
、
書
簡
等
に
資
料
形
態
を
分
類
し
、
入
力
し
て
お
り
ま
す
。

　

資
料
内
容
と
し
て
は
、
お
お
よ
そ
①
妹
尾
義
郞
関
係
、
②
平
和
運
動
関
係
、
③
新
宗
教
関
係
、
④
人
権
問
題
関
係
、
⑤
ア
ジ
ア
仏
教
関

係
、
⑥
そ
の
他
、
の
六
種
に
分
類
で
き
る
か
と
思
い
ま
す
。
ど
れ
も
中
濃
先
生
の
活
動
、
研
究
の
基
と
な
っ
た
貴
重
な
資
料
で
あ
り
ま
す
。

四
、
結
び
に

　

ま
と
め
と
い
た
し
ま
し
て
、
資
料
整
理
等
を
通
じ
て
見
た
私
な
り
の
中
濃
先
生
像
を
資
料
に
提
示
い
た
し
ま
し
た
。
こ
ち
ら
を
参
照
し

つ
つ
、
宗
門
と
し
て
遺
す
べ
き
中
濃
先
生
の
事
蹟
を
も
う
一
度
振
り
返
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

ま
ず
第
一
に
、
平
和
運
動
を
中
心
と
し
た
実
践
活
動
家
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
。
そ
し
て
、
そ
の
原
点
に
は
妹
尾
義
郎
の
影
響
が
あ
り
、

妹
尾
と
の
出
会
い
が
中
濃
先
生
の
生
涯
を
決
定
づ
け
た
と
も
い
え
る
か
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
実
践
活
動
が
中
濃
先
生
の
問
題
意
識
の
中

心
に
あ
り
、
活
動
の
理
論
的
背
景
と
し
て
、
資
料
収
集
と
分
析
、
研
究
を
徹
底
し
た
と
い
う
こ
と
。
資
料
の
収
集
範
囲
の
広
範
さ
や
保
管

状
態
を
見
る
と
、「
徹
底
し
た
」
と
い
う
表
現
が
ま
さ
に
ぴ
っ
た
り
で
は
な
い
か
と
い
う
の
が
、
整
理
作
業
を
終
え
て
の
実
感
で
す
。
続

い
て
、
現
宗
研
に
創
生
期
か
ら
深
く
関
わ
り
、
第
五
代
所
長
を
務
め
、
そ
の
後
の
現
宗
研
の
方
向
性
に
影
響
を
与
え
た
こ
と
。
さ
ら
に

『
近
代
日
蓮
宗
年
表
』『
日
蓮
宗
事
典
』
等
、
宗
門
の
基
礎
資
料
編
纂
に
尽
力
し
た
こ
と
。
こ
れ
は
人
物
像
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
こ
う
い

っ
た
点
も
宗
門
と
し
て
残
す
べ
き
重
要
な
事
蹟
で
す
の
で
敢
え
て
記
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、「
近
現
代
宗
門
史
研
究
」
の
道
を
拓
い
た
こ
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と
。
宗
門
史
の
研
究
と
い
え
ば
や
は
り
中
世
・
近
世
が
中
心
で
あ
り
、
近
代
の
研
究
者
は
い
ま
だ
に
多
く
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の
な
か
で
、

中
濃
先
生
は
近
代
宗
門
史
研
究
の
先
駆
、
貴
重
な
先
学
の
お
一
人
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
記
し
て
お
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

以
上
、
大
変
雑
駁
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、
私
の
発
表
を
終
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
ご
静
聴
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

中
濃
教
篤
師
略
歴
（�

作
成
に
あ
た
り
「
中
濃
自
筆
略
年
譜
」（
中
濃
教
篤
資
料
─
Ｎ
Ｋ
〇
一
二
八
七
）、『
現
代
仏
教
』
第
二
七
八
・
二
七
九
号

（
ニ
チ
レ
ン
出
版
、
二
〇
〇
三
）、『
現
代
宗
教
研
究
』
第
三
八
号
（
日
蓮
宗
現
代
宗
教
研
究
所
、
二
〇
〇
四
）
を
参
照
し
た
。）

一
九
二
四
年�

（
大
正
十
三
年
）
三
月
、
神
奈
川
県
小
田
原
市
・
御
塔
生
福
寺
で
、
父
・
中
濃
教
正
、
母
ソ
メ
の
長
男
と
し
て
生
ま
れ
る
。

幼
名
・
秀
夫
。
大
窪
小
学
校
か
ら
、
立
正
中
学
校
卒
業
。

一
九
三
九
年
（
昭
和
一
四
年
）
二
月
、
中
濃
教
正
に
つ
い
て
得
度
。

一
九
四
五
年
（
昭
和
二
〇
年
）
五
月
、
第
一
期
信
行
道
場
修
了
。

一
九
四
六
年�

（
昭
和
二
一
年
）
六
月
、
秀
夫
を
教
篤
と
改
名
。
九
月
、
立
正
大
学
仏
教
学
科
を
卒
業
。
十
二
月
、
権
僧
都
に
叙
任
。
こ
の

年
結
成
さ
れ
た
「
仏
教
社
会
（
主
義
）
同
盟
（
委
員
長
・
妹
尾
義
郎
）」
に
参
加
、
妹
尾
義
郎
と
知
遇
を
得
る
。

一
九
四
七
年
（
昭
和
二
二
年
）
二
月
、
日
蓮
宗
・
領
玄
寺
住
職
と
な
る
。

一
九
四
八
年
（
昭
和
二
三
年
）
十
二
月
、「
日
蓮
宗
革
新
同
盟
」
結
成
に
参
加
。
機
関
紙
『
革
新
』
の
編
集
を
行
う
。

一
九
四
九
年�

（
昭
和
二
四
年
）
四
月
、「
全
国
仏
教
革
新
連
盟
（
委
員
長
・
妹
尾
義
郎
）」
の
結
成
に
参
加
。
そ
の
中
心
的
存
在
の
1
人
と

な
る
。

一
九
五
一
年�

（
昭
和
二
六
年
）
二
月
、「
仏
教
者
平
和
懇
談
会
（
代
表
・
壬
生
照
順
）」
の
結
成
に
参
加
。
七
月
、
宗
教
者
平
和
運
動
協
議

会
の
結
成
を
推
進
。

一
九
五
三
年�

（
昭
和
二
八
年
）
二
月
、
こ
の
年
結
成
さ
れ
た
「
中
国
人
俘
虜
殉
難
者
慰
霊
実
行
委
員
会
（
委
員
長
・
大
谷
瑩
潤
）」
に
、
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常
任
幹
事
と
し
て
参
加
。

一
九
五
四
年�

（
昭
和
二
九
年
）
四
月
、
日
本
山
妙
法
寺
提
唱
の
「
世
界
平
和
者
日
本
会
議
」
が
開
か
れ
、
そ
の
中
心
メ
ン
バ
ー
と
し
て
参

加
。
こ
の
頃
、
日
本
平
和
委
員
会
の
役
員
を
つ
と
め
る
。

一
九
五
五
年�
（
昭
和
三
〇
年
）
七
月
、「
日
中
仏
教
交
流
懇
談
会
（
会
長
・
大
谷
瑩
潤
）」
を
創
立
し
、
事
務
局
長
と
な
る
。
八
月
、
広
島

で
開
か
れ
た
「
第
一
回
原
水
爆
禁
止
世
界
大
会
」
に
役
員
と
し
て
増
田
管
長
と
と
も
に
出
席
。
以
来
し
ば
ら
く
、
日
本
原
水

協
の
役
員
を
務
め
る
。
同
月
、
大
僧
都
叙
任
。
十
二
月
、「
日
蓮
宗
世
界
立
正
平
和
運
動
本
部
」
委
員
と
な
る
。

一
九
五
六
年�

（
昭
和
三
一
年
）
八
月
、「
第
六
次
中
国
人
殉
難
者
遺
骨
捧
持
団
（
団
長
・
田
崎
健
作
）」
の
秘
書
長
と
し
て
、
興
安
丸
で
訪

中
。

一
九
五
七
年�

（
昭
和
三
二
年
）
九
月
、「
訪
中
日
本
仏
教
使
節
団
（
団
長
・
高
階
瓏
仙
）」
の
副
秘
書
長
と
し
て
訪
中
。
周
恩
来
総
理
と
会

見
。
天
台
山
国
清
寺
に
日
蓮
聖
人
像
を
奉
持
。

一
九
五
八
年�

（
昭
和
三
三
年
）
二
月
、
全
日
仏
、
新
宗
連
、
キ
リ
ス
ト
者
平
和
の
会
な
ど
に
よ
っ
て
結
成
さ
れ
た
「
原
水
爆
禁
止
宗
教
者

懇
話
会
」
の
事
務
責
任
者
と
な
る
。

一
九
五
九
年�

（
昭
和
三
四
年
）
十
月
、
全
日
仏
が
伊
勢
神
宮
特
別
立
法
化
反
対
の
た
め
に
組
織
し
た
「
宗
教
法
人
専
門
委
員
会
」
委
員
と

な
る
。
十
月
、「
国
慶
節
祝
賀
訪
中
日
本
代
表
団
」（
団
長
・
片
山
哲
）
の
団
員
と
し
て
訪
中
。
毛
沢
東
主
席
、
周
恩
来
総
理

と
会
見
し
、
パ
ン
チ
ェ
ン
・
ラ
マ
と
外
国
人
と
し
て
は
じ
め
て
単
独
会
見
を
す
る
。

一
九
六
一
年
（
昭
和
三
六
年
）
七
月
、
京
都
で
開
か
れ
た
「
第
一
回
世
界
宗
教
者
平
和
会
議
」
に
参
加
し
、
起
草
委
員
を
務
め
る
。

一
九
六
二
年�

（
昭
和
三
七
年
）
四
月
、「
日
本
宗
教
者
平
和
協
議
会
（
会
長
・
大
西
良
慶
）」
が
結
成
さ
れ
、
常
任
理
事
（
国
際
担
当
）
と

な
る
。

一
九
六
三
年�

（
昭
和
三
八
年
）
四
月
、
鑑
真
円
寂
千
二
百
年
を
記
念
し
た
「
鑑
真
和
上
遺
徳
奉
讃
会
」
結
成
に
努
力
し
、
そ
の
実
質
上
の
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事
務
責
任
者
と
な
る
。
十
月
、「
鑑
真
和
上
慶
讃
日
本
仏
教
代
表
団
（
団
長
・
金
剛
秀
、
顧
問
・
大
西
良
慶
）」
の
副
秘
書
長

と
し
て
訪
中
。
周
恩
来
総
理
と
会
見
。
北
京
で
「
十
一
地
区
国
家
仏
教
徒
会
議
」（
ア
メ
リ
カ
の
ベ
ト
ナ
ム
侵
略
反
対
の
た

め
）
が
開
か
れ
、
起
草
委
員
を
務
め
る
。

一
九
六
四
年�
（
昭
和
三
九
年
）
三
月
、
西
川
景
文
、
大
河
内
隆
弘
夫
妻
と
訪
中
。
六
月
、「
日
蓮
宗
現
代
宗
教
研
究
所
」
創
立
メ
ン
バ
ー

の
一
人
と
し
て
顧
問
に
就
任
。
七
月
、
東
京
で
開
か
れ
た
「
第
二
回
世
界
宗
教
者
平
和
会
議
」
に
参
加
、
起
草
委
員
を
務
め

る
。

一
九
六
五
年�

（
昭
和
四
〇
年
）
十
月
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
で
開
か
れ
た
「
外
国
軍
事
基
地
撤
去
の
た
め
の
国
際
会
議
」（K

A
PM
A

）
に
日

本
代
表
団
（
団
長
・
平
野
義
太
郎
）
の
秘
書
長
と
し
て
参
加
。
ス
カ
ル
ノ
大
統
領
と
会
見
。

一
九
六
七
年�

（
昭
和
四
二
年
）
三
月
、
日
本
仏
教
界
四
十
七
師
（
大
西
良
慶
ら
）
に
よ
る
「
ア
メ
リ
カ
の
北
爆
即
時
・
無
条
件
・
永
久
停

止
と
民
族
自
決
権
の
尊
重
」
を
訴
え
た
署
名
運
動
に
参
加
。
五
月
、
権
僧
正
に
叙
任
。

一
九
六
八
年�

（
昭
和
四
三
年
）
八
月
、
全
日
仏
、
新
宗
連
、
日
キ
教
団
な
ど
で
結
成
さ
れ
た
「
靖
国
神
社
問
題
連
絡
会
議
（
議
長
・
飯
坂

良
明
）」
の
世
話
人
と
な
る
。

一
九
六
九
年�

（
昭
和
四
四
年
）
十
二
月
、
創
価
学
会
の
「
言
論
出
版
妨
害
問
題
」
追
及
の
た
め
結
成
さ
れ
た
「
言
論
・
出
版
の
自
由
に
関

す
る
懇
談
会
」
で
活
躍
。

一
九
七
一
年�

（
昭
和
四
六
年
）
八
月
、「
日
蓮
宗
現
代
宗
教
研
究
所
」
所
長
に
就
任
。
十
二
月
、「
ア
ジ
ア
仏
教
徒
平
和
会
議
」（A

BCP

）

の
執
行
委
員
と
な
り
、
モ
ス
ク
ワ
で
の
会
議
に
出
席
。

一
九
七
二
年�

（
昭
和
四
七
年
）
一
月
、
パ
リ
で
開
か
れ
た
「
イ
ン
ド
シ
ナ
諸
国
人
民
の
平
和
と
独
立
の
た
め
の
パ
リ
世
界
集
会
」
に
日
本

代
表
団
（
団
長
・
古
在
由
薫
）
と
し
て
参
加
。
四
月
、
ス
リ
ラ
ン
カ
で
開
か
れ
た
「
第
二
回
Ａ
Ｂ
Ｃ
Ｐ
会
議
」
に
、
日
本
代

表
団
（
団
長
・
壬
生
照
順
）
と
し
て
参
加
。
バ
ン
ダ
ラ
ナ
イ
ケ
大
統
領
と
会
見
後
、
イ
ン
ド
仏
蹟
を
巡
拝
。
七
月
、
東
京
で
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開
か
れ
た
「
イ
ン
ド
シ
ナ
の
平
和
と
正
義
の
た
め
の
宗
教
者
世
界
集
会
」
に
参
加
、
起
草
委
員
を
つ
と
め
る
。
十
月
、『
日

蓮
宗
事
典
』
刊
行
委
員
と
な
る
。

一
九
七
三
年�

（
昭
和
四
八
年
）
二
月
、
ロ
ー
マ
で
開
か
れ
た
「
ベ
ト
ナ
ム
に
関
す
る
緊
急
国
際
会
議
」
に
、
日
本
代
表
団
（
団
長
・
古
在

由
重
）
と
し
て
参
加
。

一
九
七
四
年�
（
昭
和
四
九
年
）
三
月
、
モ
ン
ゴ
ル
仏
教
セ
ン
タ
ー
の
招
き
で
、
ウ
ラ
ン
バ
ー
ト
ル
を
訪
問
。
ハ
ン
ボ
ラ
マ
・
ゴ
ン
ボ
ザ
ッ

プ
・
モ
ン
ゴ
ル
仏
教
会
長
と
会
談
。
十
一
月
、
イ
ン
ド
で
開
か
れ
た
「
第
三
回
Ａ
Ｂ
Ｃ
Ｐ
会
議
」
に
、
日
本
代
表
団
員
と
し

て
参
加
し
、
起
草
委
員
を
務
め
、
ガ
ン
ジ
ー
首
相
と
会
見
。
会
議
後
イ
ン
ド
仏
蹟
を
巡
拝
。

一
九
七
六
年
（
昭
和
五
一
年
）
七
月
、
東
京
で
開
か
れ
た
「
第
四
回
Ａ
Ｂ
Ｃ
Ｐ
会
議
」
で
起
草
委
員
長
を
務
め
る
。

一
九
七
七
年�

（
昭
和
五
二
年
）
二
月
、『
近
代
日
蓮
宗
年
表
』
編
集
委
員
。
三
月
、「
ア
ジ
ア
仏
教
徒
平
和
会
議
日
本
セ
ン
タ
ー
」
の
結
成

に
努
力
し
、
常
任
世
話
人
と
な
る
。
同
月
、
僧
正
に
叙
任
。
六
月
、
モ
ス
ク
ワ
で
開
か
れ
た
「
恒
久
平
和
・
軍
縮
・
公
平
な

諸
国
民
間
の
関
係
を
め
ざ
す
世
界
宗
教
者
活
動
者
会
議
」
に
日
本
宗
教
代
表
団
長
と
し
て
参
加
。
十
月
、「
核
兵
器
廃
絶
を

め
ざ
す
Ｎ
Ｇ
Ｏ
日
本
宗
教
者
連
絡
会
議
（
代
表
・
大
西
良
慶
ら
）」
の
結
成
に
参
加
し
、
連
絡
委
員
と
な
る
。

一
九
七
八
年
（
昭
和
五
三
年
）
九
月
、
東
京
で
開
か
れ
た
「
核
兵
器
廃
絶
・
軍
縮
を
め
ざ
す
ア
ジ
ア
仏
教
徒
の
集
い
」
で
発
題
。

一
九
七
九
年�

（
昭
和
五
四
年
）
六
月
、
モ
ン
ゴ
ル
で
開
か
れ
た
「
第
五
回
Ａ
Ｂ
Ｃ
Ｐ
会
議
」
に
日
本
代
表
団
と
し
て
参
加
し
、
起
草
委
員

長
を
つ
と
め
る
。
こ
れ
ま
で
の
Ａ
Ｂ
Ｃ
Ｐ
へ
の
功
績
に
よ
り
、
ハ
ン
ボ
ラ
マ
・
ゴ
ン
ボ
ザ
ッ
プ
会
長
か
ら
メ
ダ
ル
を
受
け
る
。

十
二
月
、
日
蓮
宗
現
代
宗
教
研
究
所
長
を
退
任
。

一
九
八
〇
年
（
昭
和
五
五
年
）
四
月
、
日
本
仏
教
代
表
団
長
と
し
て
、
ベ
ト
ナ
ム
、
ラ
オ
ス
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
を
友
好
訪
問
。

一
九
八
一
年�

（
昭
和
五
六
年
）
四
月
、
東
京
で
開
か
れ
た
「
軍
備
撤
廃
・
核
兵
器
廃
絶
を
め
ざ
す
世
界
宗
教
者
集
会
」
で
起
草
委
員
長
を

務
め
る
。
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一
九
八
二
年�

（
昭
和
五
七
年
）
五
月
、
モ
ス
ク
ワ
で
開
か
れ
た
「
核
廃
絶
か
ら
な
る
聖
な
る
生
命
を
救
う
た
め
の
世
界
宗
教
者
活
動
者
会

議
」
に
日
本
宗
教
代
表
団
の
団
長
と
し
て
参
加
し
、
起
草
副
委
員
長
を
務
め
る
。
六
月
、
ア
メ
リ
カ
で
の
「
第
二
回
国
連
軍

縮
特
別
総
会
」
へ
む
け
、
宗
務
総
長
特
使
と
し
て
派
遣
さ
れ
る
（
日
本
宗
教
代
表
団
の
副
団
長
と
し
て
）。
八
月
、
モ
ン
ゴ

ル
で
開
か
れ
た
「
第
六
回
Ａ
Ｂ
Ｃ
Ｐ
会
議
」
に
日
本
代
表
団
と
し
て
参
加
。
Ａ
Ｂ
Ｃ
Ｐ
執
行
委
員
を
辞
任
。

一
九
八
三
年
（
昭
和
五
八
年
）
布
教
研
修
所
講
師
。

一
九
八
四
年
（
昭
和
五
九
年
）
二
月
、「
憲
法
改
憲
阻
止
各
界
連
絡
会
議
」
の
代
表
委
員
に
選
任
さ
れ
る
。

一
九
八
五
年
（
昭
和
六
〇
年
）
五
月
、
日
蓮
宗
東
京
北
部
宗
務
所
協
議
員
副
議
長
に
就
任
。
九
月
、
立
正
平
和
の
会
理
事
長
に
就
任
。

一
九
八
八
年
（
昭
和
六
三
年
）
十
月
、
ア
ジ
ア
仏
教
徒
平
和
会
議
日
本
セ
ン
タ
ー
理
事
長
に
就
任
。
日
蓮
宗
人
権
委
員
会
委
員
に
就
任
。

一
九
八
九
年�

（
平
成
元
年
）
五
月
、
日
本
宗
教
者
平
和
協
議
会
代
表
委
員
に
就
任
。
六
月
、
ア
ジ
ア
仏
教
徒
平
和
会
議
副
議
長
に
就
任
。

十
月
、
ベ
ト
ナ
ム
・
カ
ン
ボ
ジ
ア
仏
教
代
表
団
歓
迎
委
員
会
責
任
者
。

一
九
九
〇
年�

（
平
成
二
年
）
三
月
、
日
本
仏
教
代
表
団
長
と
し
て
ベ
ト
ナ
ム
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
訪
問
。
四
月
、
立
正
平
和
本
部
委
員
に
就
任
。

六
月
、
日
蓮
宗
東
京
北
部
協
議
員
会
議
長
に
就
任
。

一
九
九
三
年
（
平
成
五
年
）
七
月
、
人
権
対
策
室
顧
問
。

一
九
九
八
年
（
平
成
一
〇
年
）
九
月
、「
第
六
回
Ａ
Ｂ
Ｃ
Ｐ
総
会
」
モ
ン
ゴ
ル
に
日
本
代
表
団
長
と
し
て
出
席
。

二
〇
〇
三
年
（
平
成
一
五
年
）
四
月
三
〇
日
遷
化
。
世
寿
八
十
歳
。
法
号
「
眞
厚
院
日
輝
上
人
」。
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